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平成２８年度いわき市農林業賞表彰式が開催されました

２月９日（木）、いわき市内郷の「クレールコート」において、いわき市農林業賞の表彰式が執り行

われました。この賞は、農林業の発展に意欲的に取り組み、顕著な業績を上げている方々を表彰するも

ので、今回で４０回目となります。今年度は、個人・団体の部（個人）に遠藤美喜子さん（６１）、青

年の部に緑川平隆さん（４４）が表彰されました。

遠藤さんは、渡辺町でご主人の菊男さんと水稲及び新しい作物である「マコモタケ」を栽培していま

す。また、直売所「彩花園」を開設し、野菜や地元の食材を使用した総菜・弁当などを販売、地産地消

に取り組まれているほか、マコモタケを使った６次化商品の開発・販売なども手がけ、農業者の所得向

上、いわき野菜の高付加価値化に寄与しています。

緑川さんは、田人町で林業、水稲及びこんにゃく栽培と複合経営に取り組まれ、特に林業経営に力を

入れており、地元「田人材」のブランド化を進めるため田人林業研究会や田人材生産組合などの地域活

動を意欲的に行うとともに、県の青年林業士として林業後継者の育成に取り組んでおり、今後も林業指

導者としての活躍が期待されています。

今回の受賞を機に、お二人の益々のご活躍が期待されます。 （企画部）
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第１回郷土食・伝統食料理教室が開催されました

１月２１日（土）、いわき市中央台公民館において、いわき地区生活研究グループ連絡協議会主催の

郷土食・伝統食料理教室が開催されました。当日は、市内に在住する農業関係の親子１９名が参加し、

賑やかな雰囲気の中で農村の郷土料理づくりを体験しました。

この取組は、家庭から失われつつある郷土食・伝統食を次世代へ継承することと、市内の農業女子の

交流促進を目的としています。今回は「小正月料理」をテーマに花餅や白和え等の調理体験を行い、そ

の後、雑煮やじゅうねん餅、なますなどの試食・懇談会を行いました。

参加者からは「とても楽しく過ごせて、改めて自分の郷土料理について考えることができた」、「農

業関係の女性が集まる機会は必要」などの声が聞かれました。

今後も会員が持つ技術や知識を活かす取組を通じて、新たな農業女子が参加できる場を提供していき

ます。 （農業振興普及部）

いわき市漁協が親子漁業体験学習バスツアーを開催しました

１月２８日（土）、いわき市漁協が主催する「親子

漁業体験学習バスツアー」が勿来漁港を中心に開催さ

れました。この取組は震災後の漁業の現状への理解を

深めてもらうことを目的に、平成２４年から継続して

実施されてきたもので、今回は市内の小学校５年生と

その保護者３８名が参加しました。

漁業体験学習として、北茨城市大津港の製氷工場見

学、勿来漁港での漁船乗船、船びき網の操業風景見学

が行われました。

大津港の製氷工場では、漁業に必要不可欠な氷の製

造工程を見学し、参加した方々は備蓄された大量の氷に驚いていました。乗船体験では、５隻の見学船

に乗船した参加者が、操業船２隻が船びき網の操業を行う様子をまわりから見学しました。
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シラスの入った網が揚がった瞬間には参加者から大きな歓声があがり、揚網の後、子供達は生きたシ

ラスを直に触らせてもらうなど、普段出来ないことを体験できてとても喜んでいました。

講師役の漁業者からは、漁業関係者外の市民と直接触れ合う機会は非常に貴重なので、次回も参加し

たいとの声が聞かれました。
（水産事務所）

施設園芸における環境制御セミナーを開催しました

１月２４日（火）、ＪＡ福島さくらいわき地区本

部において、施設園芸における環境制御セミナーを

開催しました。収量を増加させるには、温度、湿度、

光、炭酸ガス濃度といった施設環境の適切な制御が

大切であるため、その理解を深めるために開催した

もので、管内のいちご･トマト生産者１１名が参加し

ました。

はじめに、福島市松川町の佐藤政義氏よりイチゴ

における事例、続いていわき市の助川成光氏よりト

マトの事例が紹介されました。

また、県北農林事務所鎌田主査からは実践的なハウスの管理方法について、農業総合センター伊東野

菜科長からは施設園芸に関する先端技術について説明がありました。

環境制御により着実に収量を増加させる事例は興味深く、環境測定機器の導入に関心を示す参加者も

みられました。また、測定機器の導入コストや病害虫の発生状況の変化、今からでも実践できる管理に

ついて、具体的な方法を知りたい等の質問がありました。

今後、一人でも多くの生産者が、自らの施設環境を知り、管理技術を改善することで、収量や所得の

向上を図ることが期待されます。

（農業振興普及部）
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「平成２８年度林業研究グループ等活動発表会」において、
田人林業研究会が最優秀賞を受賞しました

１月３１日（火）、郡山市の林業研究センターおいて、福島県主催の「平成２８年度林業研究グルー

プ等活動発表会」が行われ、いわき市田人町の田人林業研究会が最優秀賞を受賞しました。

この発表会は、県内で自主的な実践活動を行っている林業研究グループが活動内容を発表し、今後の

各グループの活動の展開に資することを目的に毎年実施しております。

今年度は、里山林の整備や環境教育活動、森林認証による地域材の利用拡大などの取り組みについて

６件の発表がありました。

田人林業研究会は、田人地区の森林所有者等で構成され、これまで田人の豊富な森林資源を活用する

ため、絞り丸太の生産や学校林の整備、田人材を使用した木製ボールペン製作のほか、いわき市内の児

童への森林環境学習指導など様々な活動を行ってきました。今回は、里山林に侵入した竹を伐採粉砕し、

その粉砕屑から発生したカブトムシに子供たちが触れ合える場を設けたり、公民館の市民講座で大人を

対象にした森林環境学習の実施といった事例が評価されたものです。

昭和５５年に設立された同会は、昨年４０周年となり、会員も代替わりしてきていますが、今後の活

動がますます期待されます。 （森林林業部）

学校給食でのいわき産食材の活用割合は震災前を超えるまで回復

２月２日（木）、県教育委員会は平成２８年度の学

校給食における地元産食材の活用状況を発表しました。

それによると、いわき産食材の活用割合は、品目数

ベースで２５．３％と震災前の水準を超えるまでに回

復しています。

震災前、学校給食における米を含めたいわき産食材

の活用割合は１９．０％でしたが、原発事故による放

射性物質の影響により、平成２５年度は０．８％、平

成２６年度は１．７％と低迷していました。
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その後、いわき市教育委員会や各学校給食共同調理施設に

おいて、給食食材の放射性物質の検査体制等の周知強化や、

平成２６年１２月からいわき産米の使用再開などの取組により、

平成２７年度は１８．１％まで回復しました。

平成２８年度においては、各学校給食共同調理施設が豆類

や穀類、野菜類の使用割合を増やしたこと等により、いわき

産食材の活用割合は震災前の水準を超えるまでに至っていま

す。

いわき農林事務所では、徹底した放射性物質検査の継続

といわき産食材の安心感の醸成に努めるとともに、いわき市をはじめ、農業協同組合や市場関係者とも

連携を図りながら、学校給食へのいわき産食材の活用促進を支援していきます。 （企画部）

平成２８年度いわき花き鉢物研究会総会が開催されました

２月２日（木）、いわき市平「正月荘」において、いわ

き花き鉢物研究会の平成２８年度総会が開催されました。

当日は会員１２名が出席しました。

提出議案の議決後、議長より当産地の将来的な流通経路

の確保や、新商品の提案等による販売戦略に関する議題が

提案され、活発な議論が交わされました。議論の結果、こ

れから産地を担う世代が、さらに経営を発展させるために、

産地全体（研究会）での検討を続ける必要があることが再

認識されました。

また、総会終了後、出荷市場関係者１２社と、資材や販売等に関する情報交換会も行われ、今年度の

反省点や次年度の販売予定などについて、それぞれの立場で意見交換をしました。

いわき農林事務所としては、母の日や年末などの需要期に安定した出荷が行われるよう栽培管理など

の支援を続けていきます。 （農業振興普及部）

いわきねぎ新規作付説明会を開催しました

２月８日（水）、ファーマーズマーケット「いがっぺ」

研修室において、いわきねぎ新規作付説明会を開催しまし

た。「いわきねぎ」は明治時代に栽培が始まった伝統ある

品目ですが、生産者の高齢化や東日本大震災により産地の

規模が縮小しているため、新たな栽培者の確保を目的に開

催しました。

説明会には作付希望者７名が参加し、農林事務所をはじ

め、関係機関・団体から、生産・販売状況、ねぎの栽培技

術、営農指導体制等について説明がありました。参加者か

らは「ねぎの組合わせに良い品目は何か」、「連作障害は
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発生しないのか」等の質問が出され、同席していたＪＡ

福島さくらいわきねぎ部会長及びアグリマイスターから、

失敗しない栽培ポイントなどのアドバイスをいただきま

した。

また、ねぎ部会長のほ場及び作業場をお借りし、参加

者が収穫や出荷調製の作業体験を行いました。実際に作

業を体験したことで、参加者も栽培や作業手順について

具体的なイメージを持つことができました。

今回の説明会を契機に、今後新規作付者が増え、産地

の活性化につながることが期待されます。

（農業振興普及部）

６次化商品開発モニター調査を実施しました

２月７日（火）、県いわき合同庁舎において、「地域

特産品創出事業」で開発中のいわき市産の梨とネギを使

用したタルトや惣菜など、９品の６次化商品のモニター

調査を実施しました。

この調査は、性別や年代に偏りがないように選定され

た参加者に、開発中の試作品を試食してアンケート調査

に回答してもらい、その結果をもとに商品の改良・ブラッシュ

アップにつなげていくことが目的です。

モニター調査は、いわき地方振興局、水産事務所、い

わき農林事務所の職員５０名が参加し、一品ずつ商品を

試食し、見た目の印象や素材の風味・匂い、食感などの感想を調査用紙に記入してもらいました。アンケー

トには、「梨の香りが引き立っていた」、「ネギのシャキシャキ感が良い」などの意見がありました。

今後は、この調査結果を取りまとめ、商品開発に役立てていくこととしています。 （企画部）
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県漁青連リーダー研修会が開催されました

２月１０日（金）、いわき市常磐湯本町「松柏館」

において、平成２８年度福島県漁業協同組合青壮年部

連絡協議会リーダー研修会が開催されました。

同研修会は、将来、漁業後継者のリーダーとなる者

が一堂に会して、本格操業の再開と漁業復興への諸問

題の解決策を見いだすことを目的に開催され、県内各

浜から約５０名のリーダーが集まりました。

国立研究開発法人水産研究・教育機構中央水産研究

所の担当職員からの報告「試験操業品の流通状況等に

ついて」では、普段接する機会の少ない小売店や消費

者からの県産水産物への評価についての調査結果を興味深く聞いていました。このほか、水産試験場か

ら海産魚介類の安全性、海況調査、資源調査結果の報告があり、今後の試験操業の拡大に向けた協議や

取組の参考となることと期待されます。 （水産事務所）

モニターバスツアーのレポート結果について

平成２８年１０月２２日（土）、２９日（土）に開催した「いわきの今を見に行く！モニターバスツアー」

の参加者に提出していただいたレポートの一部を紹介します（ツアーの詳細は平成２８年１１月号をご覧

ください）。

参加者へは、次の３つの項目について意見を寄せていただきました。

Ｑ-１ 福島県に対するイメージの変化について

○ 参加者の半数が一度も福島県に訪れたことが

無く、「野菜を買う時には何となく福島県産を

敬遠してしまう」といった意見も見受けられま

した。ツアーに参加後は、想像以上に徹底した

放射性物質検査の見学や放射線に関する座学講

座等を通じて、市場に流通している福島県食材

は安全性が確認されていることが分かり安心し

たという意見が多くありました。

Ｑ-２ 見学先での安全・安心に向けた取組について

○ 安全性が確認されたもののみ出荷されていることが納

得でき、福島県産食材が日本一安全なのではないか。

○ 米の全量全袋検査については、米袋に貼付されるＱＲ

コードで誰でも調べられる点が画期的である。

○ 放射能やセシウムといった言葉の基礎知識が理解でき、

福島県産の農産物の数値が高いというわけではないこと

も理解できて改めて安全・安心を感じることができた。
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Ｑ-３ 福島県産食材が消費者から安全・安心の信頼を得るために行うべき取組について

〇 ＳＮＳ等で有名人を起用して積極的に情報発信する。

〇 全国のスーパーやデパートなどの食品売り場で検査結

果の数字を表示することや県産食材の美味しさをＰＲす

る映像を放映する。

〇 他県とコラボして日本の農水産物を世界に売り出し風

評被害に負けない付加価値を付ける。

〇 世界中のメディアに放射能の誤った考えや正しい事実

をきちんと説明する。

〇 医療機関との協力などで、現在の放射能の値が身体に

及ぼす影響の有無や、国の基準値の設定理由など同時に

示していく。

お寄せいただいた意見等は、今後の情報発信活動や風評対策に活用していきます。 （企画部）

第２回メンタルヘルス研修会を開催しました

２月１３日（月）、１５日（水）の２日間、今年度２

回目となる所属職員を対象としたメンタルヘルス研修会

を開催しました。これは、職員のストレスによるメンタ

ルヘルスの不調を未然に防止するために実施したもので

す。

今回は、心の通う健やかな職場づくりのために、うつ

病に対する理解とその対応について学ぶため、ＤＶＤを

視聴しました。また、日々の仕事や生活の中で、少しで

もストレスを軽くして不安を取り除くため、「心のダイ

エット」の具体的な３つの方法も学びました。

これからも、職員一人ひとりが、充実した仕事への取組と健やかな生活が送れるよう、研修を積み重

ねていく予定です。

また、この研修会に先立ち、コンプライアンスに関する研修も行い、職員の不祥事の防止及び法令遵

守の徹底を図るとともに、交通法規の遵守及び交通安全への取組の周知徹底を図りました。

（総務部）
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いわき地方の農林水産物モニタリング検査結果

□農林畜産物の検査結果

福島県が行った、いわき地方の１月の農林畜産物の放射性物質モニタリング検査結果をお知らせし

ます。

検査した９品目２７検体すべてにおいて、放射性セシウムが検査機器の検出限界値以下でした。

内訳は（表１）のとおりです。

１月末現在、いわき地方産の農林畜産物で出荷が制限されているのは（表２）のとおりです。

（企画部）

（表１）１点も放射性セシウムが検出されなかった品目と検体数

（表２）出荷制限および出荷自主品目（１月末現在）

□海産魚介類の検査結果

福島県沖（全県）で採取された海産魚介類から放射性セシウムが検出される割合は、時間の経過と

ともに着実に低下しています。平成２９年１月の水産物モニタリング検査では、６８６検体の魚介類

を検査し、すべてにおいて、放射性セシウムが検査機器の検出限界値以下でした。

海産魚介類では平成２７年４月以降、全県で基準値を超えたものはありません。平成２８年５月以

降、モニタリング検査で放射性セシウムの不検出割合が９５％を超え、平成２９年１月は不検出割合

が９６.２％となっています。

（水産事務所）

制限、自粛 区分

―

―

山菜
たけのこ、ぜんまい、たらのめ（野生の
ものに限る）、わらび、こしあぶら

出荷制限

出荷自粛 山菜

野菜・根菜・芋類

果物

穀類

きのこ

畜産物

―

原木なめこ（露地）、野生きのこ

―

さんしょう（野生のものに限る）

品目

葉ネギ（施設）１、トマト（施設）１、イチゴ（施設）２
菌床しいたけ（施設）５、菌床なめこ（施設）２、エリンギ（施設）１

牛肉　９、豚肉　１、原乳　５
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（表・グラフ）平成２３年以降のモニタリング検体数と放射能セシウム検出の割合

□試験操業の状況
（グラフ）試験操業対象種の推移

１月３０日（月）に開催された県下漁業協同組

合長会議で、１月１７日（火）に出荷制限指示が

解除されたイシガレイ、クロウシノシタ、クロソ

イの3種が試験操業対象種に追加され、試験操業

対象種は全９７種類になりました。

（水産事務所）

「ふくしま地域産業６次化新商品カタログ」に
掲載された６次化商品をご紹介します
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（いわき市佐糠町の勿来火力公園の「河津桜」：２月２０日撮影）

〔編集後記〕

日も徐々に伸びて、

朝晩の寒さも峠を越え、

春の息吹が聞こえてま

いりました。

いわき市では早咲き

で知られる河津桜が開

花し、春の準備が着実

に進んでおり、本格的

な作付けが待ち遠しい

季節となりました。


